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研究要旨 

多職種連携・チーム医療の推進を目的として、看護師・保健師、管理栄養士、薬剤師を対象とする「腎臓
病療養指導士」が育成されている。今後は本資格取得者がチーム医療の中心となり、CKD診療水準の向上に
寄与することが期待される。 

    
Ａ．研究目的 
  慢性腎臓病（CKD）診療においては、医師だけ
でなく多職種連携によるチーム医療が必須であ
り、このためにはCKD療養指導を担う医療スタッ
フを養成する必要がある。腎臓病療養指導士は看
護師、管理栄養士、薬剤師を対象とした専門資格
であり、本研究では腎臓病療養指導士を育成し、
活躍の場を広げることを目的とする。 

 
Ｂ．研究方法 

腎臓病療養指導士の制度完備を行い、同時に、
第4回目の資格認定に向けた準備を進める。さら
なる普及に向け、資格取得者が活躍できる場を提
供する。普及・評価のため、全国のチーム医療に
よるCKD教育の実態調査を行う。 

  （倫理面への配慮） 
   腎臓病療養指導士リストを提供するにあたり、
倫理面への十分な配慮を行った。 

 
Ｃ．研究結果 

新型コロナウイルス感染拡大のため、認定の
ための講習会をビデオ講習とした。また、施設
研修の代替として、症例研修e-learningを整備
し、本年度から利用可能とした。その結果、第
4回認定試験に446名の応募があり、受験者211
名中209名を合格とした。第3回目までの1,456
名と合せて合計1,665名となった。昨年度、腎
臓病療養指導士の名簿を公開したのに続き、地
域での療養士活動に資するためe-mailアドレ
ス名簿を作成し、個人情報配慮しつつ、希望の
あった地域代表に提供した。 

 
Ｄ．考察 

腎臓病療養指導士の増加により、CKD療養指

導の知識・技能を有し、チーム医療を支える

人材育成が進みつつある。しかし、人数は不

足しており、活躍の場や十分ではない。今後

は、地域偏在も考慮したさらなる育成を進め

るとともに、腎臓専門医と連動した地域活動、

糖尿病療養指導士等の他の療養士との連携を

推進していく必要がある。 
 
Ｅ．結論 

腎臓病療養指導士の育成が、腎臓病診療に
おける多職種連携・チーム医療の強化を通し
て、診療水準向上に寄与することが期待され
る。 

 
Ｆ．健康危険情報 

なし 
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